
2024年 6月 19日 

 

学校法人三幸学園 

神戸元町こども専門学校 

校長 門脇 千里 殿 

 

学校関係者評価委員会 

委員長 山科 しおり 

 

 

学校関係者評価委員会実施報告 

 

2023年度学校関係者評価について、下記のとおり評価結果を報告します。 

 

 

記 

 

１ 学校関係者評価委員 

① 山科 しおり （飛鳥未来きずな高等学校 神戸キャンパス 教頭） 

② 大岡 ゆかり （社会福祉法人豊友会 村雨こども園 園長） 

③ 牧野 紀子  （社会福祉法人聖ミカエル福祉会 聖ミカエル北野園 園長） 

④ 橋本 春香  （第 5 期卒業生） 

⑤ 秦野 真努華 （第 5 期卒業生） 

 

２ 学校関係者評価委員会の開催状況 

 2024 年 6 月 19 日（会場 神戸元町こども専門学校 504 教室） 

 

３ 学校関係者委員会報告 

 以下「自己評価・学校関係者評価報告書」に学校関係者評価委員会コメントとして記載 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 



2023年度 学校法人 三幸学園 神戸元町こども専門学校 

 自己評価ならびに学校関係者評価報告書 
 

 

自己評価報告責任者 ： 副校長 松本 悠 

学校関係者評価報告責任者 ： 学校関係者評価委員会委員長：山科 しおり 

 

1. 学校の教育目標 

学園のビジョン「人を活かし、日本をそして世界を明るく元気にする」、ミッション「人を活かし、困難を希望に変え

る」のもと、保育分野の学校として「こどもを育み、人・社会を活性化することで日本を明るく元気にする」というビジョ

ンを掲げている。 

また「技能と心の調和」を教育理念とし「素直な心、感謝の気持ち、高い意欲を持ち続け、自ら考え、自ら行動する

ことで、社会に貢献する人材」、保育分野として「皆から信頼・感謝されるこどもの未来を育む人材」を育成する人

物像とし、専門学校として社会・業界に求められる人材の育成を進めている。 

 

２. 前年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

 

① 前年度重点施策振り返り 

教務スローガン：67人 68脚 

教務_退学率目標：7％未満、結果：5.6％ 

広報_募集目標：140名、結果：84名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３.評価項目の達成及び取組状況 

（１）教育理念・目標 

① 課題 

学校としての教育目標や学科ごとの目指す人材育成像の設定はできているが、具体的な評価と体現に繋げら

れていない。特に現場実習における重点設定が必要である。 

 

②  今後の改善方策 

実習の目標の明確化、教育の質向上を図る。(実習においては全国から選出されたプロジェクトチームによっ

て各学年・学科ごとの目標設定と教育課程の編成を行い、2024年 4月より施行している) 

 

③  特記事項 

なし 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の理念・目的・育成人材像は定められているか（専門分野の特性が明確になっているか） 4 

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか 3 

学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが生徒・保護者等に周知されているか 4 

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられているか 3 



（２）学校運営 

① 課題 

業務の効率化を図ってはいるがより効果的な情報システム化が必要である。 

 

② 今後の改善方策 

デジタル教科書や授業支援ツール(ICT機器含む)の導入、実習帳簿のデジタル化を検討し、授業準備や授業

実施における効率化も図る。 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

◎現場における ICT導入状況と学校における指導について 

・保護者との相互連絡についてはアプリを導入している一方、園だより等の作成物においてはデジタル・ アナロ

グの併用がなされており、段階的に導入は進んでいる（大岡委員） 

 

・ツールへの順応はもちろん必要だが、それ以上に各業務における導入・活用の意味合いと理解を深めること

に重きを置いた指導や育成が必要（牧野委員） 

 

・今後、実習帳簿(日誌・指導案など)のデジタル化が進行していくうえで、園側としてはパソコンによる入力によ

る作成問題ないが、提出方法については双方の共有方法を踏まえ紙媒体の方が望ましい（牧野委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

目的等に沿った運営方針が策定されているか 4 

事業計画に沿った運営方針が策定されているか 4 

運営組織や意志決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能しているか 4 

人事、給与に関する制度は整備されているか 4 

教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか 4 

業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか 4 

教育活動に関する情報公開が適切になされているか 4 

情報システム化等による業務の効率化が図られているか 3 



（３）教育活動 

①  課題 

業界との連携は引き続き強化していく必要がある。 

指導力育成など資質向上のための研修は実施できているが、関連分野の先進的な知識・技術を修得する

ための研修は十分ではない。 

 

②  今後の改善方策 

実習や行事だけではなく授業においても関連分野の業界と連携できるよう計画を進める。 

関連分野の先進的な知識・技術を修得するための研修の計画を進める。 

 

③  特記事項 

なし 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

◎園における研修実施状況について 

・園によるが、入職後 1年目、2年目、3年目と研修を行っており、その他にも各自で興味のある研修を 

受講している（秦野委員） 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか 4 

目標の設定として、教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関としての修業年限に

対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
4 

学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか 4 

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリュキュラムや教育方法の工夫・開発などが実施さ

れているか 
4 

関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見直し等が行われて

いるか 
4 

関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実習等）が体系的に位

置づけられているか 
4 

授業評価の実施･評価体制はあるか 4 

職業に関する外部関係者からの評価を取り入れているか 4 

成績評価・単位認定の基準は明確になっているか 4 

資格（免許）取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか 4 

人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保し、組織できているか 4 

関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含め）の提供先を確保するなどマ

ネジメントが行われているか 
3 

関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成など資質向上

のための取組が行われているか 
3 

職員の能力開発のための研修等が行われているか 4 



◎園と養成校との連携について 

   ・アルバイトやボランティアなど、短時間でも園での実践を経た上で学校にて理論を学んだ方が、学生の理解

度は深いように感じる。学生自身が、自らが行う保育の意味・効果が実感できると、本人たちのやりがいにな

るのではないか（牧野委員） 

 

   ・帳簿関係の書き方が分からないまま職員としての勤務が始まってしまうため、学生の間に働き方を見学する

機会が設けられると佳いのではないか。学生にも公開保育を見学してもらうことを検討している（大岡委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４）学修成果 

①  課題 

退学率の低減を図る必要がある。 

卒業生の状況を把握しきれていない。 

 

②  今後の改善方策 

複数担任制の促進と効果的運用を行うとともに、スクールカウンセラーを効果的に活用していく。 

卒業生とのネットワークの構築のために、卒業生が就職してお世話になっている園・施設への訪問を積極的

に行っていく。 

 

③  特記事項 

なし 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

  ◎退学率の低減について 

  ・退学の意向を 1度決めたら後に引けず、退学を申し出てくるタイミングではほぼ覆らないため、早い段階で退 

学意向を拾えるような関係性の構築が必須（山科委員） 

 

  ・友人への相談で解消できることが多かったため、在学中はあまり教員には相談していなかった（秦野委員） 

 

  ・実習担当教員が最も話しやすく、実習時のことなどはよく相談していた（橋本委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

就職率の向上が図られているか 4 

資格（免許）取得率の向上が図られているか 4 

退学率の低減が図られているか 3 

卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか 3 

卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか 3 



（５）学生支援 

①  課題 

クラス担任制で担任が主に生徒状況の把握を行っているが、生徒の多様化に対応し切れていないケースが

多くなり、適切な相談対応が十分ではない。 

卒業生への支援体制は一部構築しているが、十分に活用できていない。 

中途退学者への支援を十分に行うことはできていない。 

 

②  今後の改善方策 

スクールカウンセラーの運用体制見直し(機会の拡張)と、連携の強化を図る。 

卒業生支援体制の活性化を図る(同窓会実施以外の支援)。 

中途退学者へも修得単位の確認や編入の可能性の説明などを行っていく。 

 

③  特記事項 

なし 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

◎スクールカウンセラーとの連携について 

・通信制高校においては毎日担任が学生に会える環境ではないため、スクールカウンセラーと担任の連携は 

必須である（山科委員） 

 

◎卒業生との関わりについて 

・母校の教員が巡回に来てくれるとやはり嬉しい。時期としては 4～５月がよい（橋本委員） 

 

・学校の先生が来園すると、やはり卒業生は嬉しそう。教員と卒業生との距離が近いことから、社会人とし

ての線引きが甘くなってしまう場面も見受けられるので、就職に向けてはしっかり線引きすることを指導で

きるとなおよいのではないか（牧野委員） 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

進路・就職に関する支援体制は整備されているか 4 

学生相談に関する体制は整備されているか 3 

学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか 4 

学生の健康管理を担う組織体制はあるか 4 

課外活動に対する支援体制は整備されているか 4 

学生の生活環境への支援は行われているか 4 

保護者と適切に連携しているか 4 

卒業生への支援体制はあるか 3 

中途退学者への支援体制はあるか 3 

社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか 4 

高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われているか 4 



・実習時の巡回よりも就職してからの巡回の方が嬉しそうに見える。友人、同僚との関わり以外の大切な 

関係なので、職場のことなども相談に乗ってあげて頂きたい（大岡委員） 

 

・専門学校をハブとして、地域全体でコミュニケーションを取っていけるといいのではないか（松本さん） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（６）教育環境 

①  課題 

ハザードマップを使った説明で終わっている。 

 

② 今後の改善方策 

避難訓練の実施。 

 

③  特記事項 

緊急地震速報が発令された際の行動案内ポスターを掲示している。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

・可能であれば本学を避難先として使用していきたい（牧野委員） 

 

・上記に関しては避難先の要件を確認させて頂きたい（松本さん） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 4 

学内外の実習施設,インターンシップ,海外研修等について十分な教育体制を整備しているか 4 

防災・安全管理に対する体制は整備されているか 2 



（７）学生の受入れ募集 

①  課題 

継続的、安定的な入学者の確保。 

入学前後のギャップ解消。 

 

②  今後の改善方策 

教育活動と連動した広報活動を行うことで、学校のブランド力を強化していく。 

学校規則(身だしなみ等)や短期大学併修の学習量・学習内容の積極的開示を行っていく。 

 

③  特記事項 

兵庫県専修学校各種学校連合会に加盟し、同会で定められた生徒募集ルールに則り取り組んでいる。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

・高校生の進路状況は早期化が進んでおり、高校 3年生のタイミングでは既に希望分野は決まっている。早期

進路確定したからこそ高校生へ指導できることは多くあるため、高校側としては今後も進路活動を早めに進め

ていきたい（山科委員） 

 

◎身だしなみについて 

・奇抜な髪色は気になるが、茶系の染髪はさほど気にならない。見た目以上に人間性が大切ではあるが、一方

で髪色によって判断する先生はまだ多いため、それらを踏まえて自分で考え行動する力が必要（牧野委員） 

 

・教員から指示されて黒髪にするより、自身で考えて黒髪を選択する方が納得感はあるため、適切な身だしな

みを自分で考えることは継続した方がよいのではないか（橋本委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学生募集活動は、適正に行われているか 4 

学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 4 

入学選考は、適性に行われているか 4 

学納金は妥当なものとなっているか 4 



（８）財務 

① 課題 

【中長期計画】 

なし 

 

【予算・収支計画】 

 なし 

 

【会計監査】 

なし 

 

【財務情報の公開】 

なし 

 

② 今後の改善方法 

【中期計画】 

今期は第３次中期計画（2023 年度～2027 年度）の初年度であり、ホームページ上に公開している。今後は当

該計画の達成状況等についても公開予定である。 

 

【財務情報の公開】 

なし 

 

③ 特記事項 

なし 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

特になし 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ４ 

予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ４ 

財務について会計監査が適正に行われているか ４ 

財務情報公開の体制整備はできているか ４ 



（９）法令等の遵守 

①  課題 

個人情報の保護に努めてはいるが徹底という意味では十分ではない。 

 

②  今後の改善方策 

個人情報に対するパスワードの設定や郵送物への記録などを強化していく。 

 

③  特記事項 

なし 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

・調査書や履歴書等の個人情報の学校間でのやり取りにおいて、宛先違いとなっていた事例があった。高校で

はダブルチェックの実施、学生に取りに来てもらうなど対策を講じている（山科委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

関係法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか 4 

個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか 4 

自己評価の実施と問題点の改善に努めているか 4 

自己評価結果を公開しているか 4 



（１０）社会貢献・地域貢献 

①  課題 

学校授業と行事において地域の園と連携をした教育活動は行っているが、地域貢献・社会貢献にまでは 

発展できていない。 

 

② 今後の改善方策 

近隣園や近隣住民の親子を中心に、子育て支援の環境提供等の地域貢献を積極的に行う。 

 

③  特記事項 

なし 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

◎在学中に実施したかった取り組みについて 

・今の自分だったら様々なことに挑戦したいと思えるが、学生時代は消極的だった（橋本委員） 

 

・興味のあるものであればやってみようと思うが、友人の目が気になり挑戦しない可能性もある。サークル活動 

として募集されているものであれば挑戦したかもしれない（秦野委員） 

 

◎地域との関わりについて 

・地域の園との関わりにおいては、早い段階で日程やねらいを伝えた上で、当該行事や授業を中心として保育 

を行ってもらえるよう依頼するといいのではないか（牧野委員） 

 

・助産師を呼んで出産、命の授業を行ってみるのはどうか。周産期の過程を知ることも大切なのではないか 

（牧野委員） 

 

 

４. 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価   

卒業生が少しずつ多くなっていく中、卒業した生徒たちが長く現場で活躍できる環境を作って行くことが大切であ

る。そのような中、同窓会の実施などで就職先がフォローしきれていない卒業生に対し、学校がサポートできる取

り組みは非常に良いと思う。また、人間力を高めるために、ボランティアなどの現場体験を増やし子どもの主体性

を引き出せるようになってほしい。そのためには、教えてもらったことだけを実践するだけでは身につかないので、

私たち職員も主体性持っておくべきである。今後も園を含む地域との関係性を密にとれている学校となることを

期待している。 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか 3 

生徒のボランティア活動を奨励、支援しているか 4 

地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に実施しているか 4 


